
達成度の
評価と説明

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

説明
生けがきの延長が17ｍ伸びた。

見直し余地 判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

84

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

92 11 150

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

整備された生けがきの延長 ｍ 67

■事業実施結果【実施（Do）】

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 生けがきづくり奨励事業 事業開始年度 平成 8年度

事業の概要
一定基準を満たしたもので新規・更新は工事費の1/2、5万円を限度に補助。
石塀等を撤去して設置する場合は7万円を限度に補助。

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 01 良好な街並み・景観の形成

事業の目的
生けがきの設置により緑化を図り、緑あふれるまちづくりに寄与する。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 轡田親志
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策



02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 01 良好な街並み・景観の形成

事業の目的
さくら市の資源である「桜」への意識高揚を図り、市民と行政の協働による“桜の郷づく
り”を進める。

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 桜の郷づくり事業 事業開始年度 平成19年度

事業の概要
市民を対象に・桜学び講座・桜守体験を開催し、講座で学んだことを活かし、地域の桜を
地域住民で保存、継承する。桜を地域で植栽し育てる。

担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 岡田　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

■事業実施結果【実施（Do）】

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 4,813 17,766 2,198

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

200

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

200

■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量

指標名称 単位
29年度 30年度

成果
桜の郷づくり事業に参加した市民
の数

人 175

達成度の
評価と説明

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

説明

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし

●拡大 ○現状 ○縮小

106



達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
当初の計画（鬼怒川４本）に加え、新たに発見した樹勢の悪い桜１本（鬼怒川）と、枝垂
桜６本（荒川）の植替及び草刈等の維持管理を実施した。

見直し余地 判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ○現状 ●縮小 業務量 ○拡大 ○現状 ●縮小

11 0

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

4,763 5,904 2,900

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

0成果 桜の植替合計本数 本 18

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
鬼怒川桜づつみの部分的な桜の植替及び、荒川桜づつみの維持管理業務。

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 01 良好な街並み・景観の形成

事業の目的
鬼怒川・荒川桜づつみの良好な桜づつみを形成するため。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 桜づつみ維持管理事業 事業開始年度 平成26年度



達成度の
評価と説明

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

説明
計画は１７区画の販売を予定しており、結果的に１５区画の販売となった。計画の約８割
相当を売却。

見直し余地 判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

15 19

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

7,051 4,466 7,562

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

区画数

成果
当該年度に販売した保留地の区画
数

区画数 15

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
各種広告媒体等によるＰＲ。
販売紹介手数料の支給や販売促進交付金の交付。

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 02 定住・転入の促進

事業の目的
保留地販売の促進。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 磯藤　靖明
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 区画整理事務 事業開始年度 平成26年度



達成度の
評価と説明

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

説明
移転補償交渉において一部地権者との合意形成に至らなかった。工事発注を見合わせた結
果、目標整備面積を達成する事が困難となった。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

90.3

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

139,574 76,771 226,405

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

活動 全体整備率 ％ 89.9

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
事業遂行に向けての工事および業務委託、並びに各種補償を行う。

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 02 定住・転入の促進

事業の目的
機能的で魅力ある都市空間の創出。
安全・安心で快適に暮らせる居住環境の形成。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 磯藤　靖明
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 上阿久津台地土地区画整理事業 事業開始年度 平成17年度



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 結婚支援事業 事業開始年度 平成28年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 岡田　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 02 定住・転入の促進

事業の目的
結婚を望むが出会いが無い独身男女の結婚の希望をかなえる

事業の概要
結婚を望むが出会いが無い独身男女に対して、婚活スキルアップ講座、婚活イベントを実
施し、男女の出会いの場を提供することで結婚への機運を醸成する

■事業実施結果【実施（Do）】

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 1,880 1,901 1,901

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分 実績 計画 計画

80

25

成果 婚活イベント参加者数 人 84

成果

指標名称 単位
29年度 30年度

88 80

元年度 2年度
実績

達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
平成３０年度はイベントを２回実施。男女ともに参加定員を満たし、カップル成立数も参
加者の半数以上の計２６組の成立となった。

見直し余地 判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし

婚活イベントにおけるカップル成
立数

組 22 26 20

○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額



担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 南部　仁志

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 移住推進事業

■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 02 定住・転入の促進

事業開始年度 平成27年度

事業の目的
さくら市のPR等を行うことで本市への移住を推進し人口増加を目指す。

事業の概要
本市での暮らしをPRするセミナーの実施や市が滞在用の住居を借上げ、移住検討者に滞在
してもらい本市の生活を体験してもらう。

■事業実施結果【実施（Do）】

世帯 5

業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

3 4

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

成果 滞在した世帯の数

29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 858 1,872 13,053

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小

説明
平成30年度は、3組9名が利用。（喜連川フィオーレ地区）
平成30年度2月より、実施場所を氏家采女地区へ変更。

見直し余地 判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし

達成度の
評価と説明

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず



達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
当初の計画どおり草刈（4.3ha）を実施した。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

4.3 4.3

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

46,402 4,560 17,450

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

4.3

成果 補植された桜の本数 本 3 0 36 0

活動 草刈・伐採等を実施した面積 ha 4.3

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
除草、防除、樹木剪定

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 03 みどりの憩い空間の形成

事業の目的
適切な維持管理をすることにより、市民が安全で安心して利用できる公園とする。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 お丸山公園等再生計画事業 事業開始年度 平成26年度



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 草川用水環境保全補助事業 事業開始年度 平成 9年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 岡田　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 03 みどりの憩い空間の形成

事業の目的
草川・水と緑の散歩道周辺生活環境の美化を維持するとともに市民や市外の訪問客が同散
歩道を利用しやすい環境を作る。

事業の概要
市が一部景観を整備した草川用水は鬼怒川東部土地改良区が管理。その法面の環境保全作
業（徐草作業）に要する経費の30％を東部土地改良区に対し補助金として交付。

■事業実施結果【実施（Do）】

日 2 2活動 作業実施日数

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 107 107 180

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度 元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

2 2

■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性

達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし



達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
ゲリラ豪雨による増水で被災した鬼怒川河川公園内草川用水の護岸を、ふとんかごにより
復旧した。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

1

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

0 7,765 1,000

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

成果 復旧した公園施設数 個 0

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
自然災害等により被災した公園施設について、迅速に復旧する。

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 03 みどりの憩い空間の形成

事業の目的
被災した公園施設の復旧のため。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 公園施設災害復旧事業 事業開始年度 平成28年度



達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
当初の計画どおり、草刈・伐採等（１４．８ha）及び公園施設の点検（38個）を実施し
た。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

14.8 14.8

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

19,588 48,280 16,584

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

14.8

成果 公園施設の点検数 38 38 38 38

活動 草刈・伐採等を実施した面積 ha 14.8

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
芝刈、除草、防除、樹木剪定、トイレの清掃
遊具等の保守点検、修繕

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 03 みどりの憩い空間の形成

事業の目的
適切な維持管理をすることにより、市民が安全で安心して利用できる公園とする。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 鬼怒川河川公園管理事業 事業開始年度 平成29年度



達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
当初の計画どおり、草刈・伐採等（２０箇所）及び公園施設の点検（１４３個）を実施し
た。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

20 20

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

25,941 53,022 47,664

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

20

成果 公園施設の点件数 個 143 143 143 143

活動 草刈・伐採等を実施した公園の数 箇所 20

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
芝刈、除草、防除、樹木剪定、トイレの清掃
遊具等の保守点検、修繕

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 03 みどりの憩い空間の形成

事業の目的
適切な維持管理をすることにより、市民が安全で安心して利用できる公園とする。

担当課 建設部　都市整備課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 都市公園管理事業 事業開始年度 平成29年度



■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

64.49 64.66

元年度 2年度
実績 実績 計画 計画

達成度の
評価と説明

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

説明
国土調査法に基づき諸工程を実施し、年度末の県の確認検査までに完了となった。

見直し余地 判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし

15,985 14,580 15,392

■前年度の事業分析【評価（Check）】

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位
29年度 30年度

事業費の推移
年度 29年度 30年度 元年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費

64.66

成果 数値情報化完了面積 K㎡ 57.19 57.19 57.58 57.58

成果 地籍調査完了面積 K㎡ 64.38

■事業実施結果【実施（Do）】

事業の概要
負担金交付申請→県・市における実施地区公示→地元説明会→境界立会→一筆地測量→閲
覧→地籍図、地籍簿作成→国への認証請求→認証済地区の地籍図、地籍簿の法務局送付

02 魅力ある良好な市域の形成
基本事業 99 総合事業

事業の目的
土地トラブル防止、公正課税、成果の数値情報化による電算管理がされ利便性が向上す
る。又、公共事業等の正確な計画策定、災害時等の土地境界の復元等が可能となる。

担当課 産業経済部　農政課 担当者 宇田　泰男
■事業の執行計画【計画（Plan）】

総合計画体系
政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策

事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 地籍調査事業 事業開始年度 昭和49年度


